






















人を対象とした調査（Dahmen, Kasten, Müller, 
& Mittag, 2002）や金縛りが頻発するナルコレプ
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測定するために Beaulieu-Prévost & Zadra （2005） 
に従って，回答者には「あなたは一週間にどのく
らいの頻度で夢を見ますか？」という質問に対
し，「⑴ないか 1 日」，「⑵ 2 日か 3 日」，「⑶ 4 日




































た割合は 40％，「2 日か 3 日」は 41%，「4 日か 5
日」は 13%，そして「毎日」と回答した割合は
6% であった。夢特性評定尺度の平均値は，奇異
性 で 16.29（SD = 5.41）， 評 価 で 16.30（SD = 

























度は，夢の奇異性（r = -.236, p < .01）および活














































大学生 21 名（男性 13 名，女性 8 名，平均年齢 : 


















































**p < . 01, *p < . 05
321夢の特性と睡眠姿勢
として使用した。また，眼電位（Electrooculogra-
phy: EOG）の測定のため左眼角外 1 cm，下方
1 cm の 箇 所， お よ び， 右 眼 角 外 1 cm， 上 方
1 cm の箇所に電極を取り付けた。またオトガイ
筋の筋電図（Electromyography: EMG）も測定











も禁止した。PSG 記録当日の 22 時に参加者は実
験室に来室した。電極装着後 25 時に消灯し，参
加者はシールドルーム内のベッドで就寝した。実
験者は PSG を PC 画面上で確認し，体動を含ま


































ら 10 回（平均 = 3.86 回 , SD = 2.31 回）であり，
夢見の報告も 1 回から 10 回（平均 = 3.43 回 , SD 
= 2.50 回）であった。参加者別の夢報告率（夢見
があったと報告した回数÷ REM 睡眠からの覚醒
回数× 100）は 33% から 100% で，21 名の平均
を算出すると 86% となった。
　夢見報告のあった 72 回における睡眠姿勢の割

































いることが示された。この結果と Fukuda et al. 
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